
［令和２年度総括評価表］ ＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった 徳島県立阿波西高等学校

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

中高一貫教育の ①交流授業を改善 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 部活動面での中高連 生徒数の減少による教員数

推進 充実することによ ①「学校では，生徒の基礎学力の向上に ①82.2％となっており，目標を達成している。 （評定） 携において活性化を進 の減少が今後心配される。交

り，基礎学力の向 向けた取組が行われている」と思う生徒 めて欲しい。 流授業や参観授業などの意義

上を図る。 の割合が70％以上。 Ｂ を訴え続けなければならない。

②「学校からの通知や便り，ホームペー ②74.5％となっており，目標を達成している。

②連携中学校との ジなどは本校理解に役立っている」と思 （所見）

交流を活性化する う保護者の割合が70％以上。 ウオームアップガイダンスか

とともに，地域へ 活動計画 活動計画の実施状況 ら始まって中高連携による交流

の情報発信に努め ①-1 交流授業を各教科とも年間12回以上 ①-1 交流授業はどの教科も12回以上実施した。 授業や参観授業を通して，生徒

る。 実施する。 たちは基礎学力の向上を目指す

①-2 連携３校での参観（公開）授業を5 ①-2 5教科での実施はできたが，教科会を開いて意 ということを体感している。

教科で各教科1回ずつ実施し，授業後の教 見交換はなかなかできず，感想を提出してもらうに また，ホームページによる保

科会で意見交換をする。 とどまった。 護者への情報提供もスムースに

②-1 ウォームアップガイダンスを５回以 ②-1 新型コロナウイルス感染症防止対策を十分に できているようである。

上実施する。 行い，各中学校で5回実施することができた。 新型コロナウイルス感染症対

②-2 阿波西通信を発行し,近隣中学に配 ②-2 近隣５校に配布した。 策にも生徒・保護者とも理解を

布する。 示している。

②-3 ホームページを速やかに更新する。 ②-3 行事後すぐに更新することができた。

②-4 阿波西人権新聞を年間３回，保護者 ②-4 人権新聞を年間３回発行することができた。

に届ける。

学習指導の工夫 ①生徒の学習意欲 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 個別に丁寧に教えて 多様な生徒が入学してくる

・改善 を喚起し，主体的 ①「朝の学習や資格取得に向けて熱心に ①74.7％となっており，目標を達成している。 （評定） くれているという印象 中，個々にあった指導が必要

に学習する習慣の 取り組んだ」と思う生徒の割合が70％以 がある。 になっている。今後とも，特

定着を図る。 上。 Ｂ 生きる力を身につけ に1年生の授業においてＴＴの

②「教員はわかる授業を目指して授業を ②77.6％となっており，目標を達成している。 る上で，マナトレは非 形がとれるよう働きかけてい

②研究授業・参観 工夫している」と思う生徒の割合が70％ （所見） 常にいいと思う。 かねばならない。

授業や授業評価を 以上。 朝の学習や，教育支援員など

実施し，授業力の 活動計画 活動計画の実施状況 も活用したＴＴによる授業が生

向上に努める。 ①-1 朝のHR活動前の10分間を「学びなお ①-1 各学年で実施していき，教員が個別に指導し 徒の中にわかりやすい授業とし

しタイム」とし，「マナトレ」を活用す ていく中で一定の成果を得ることができた て理解されている。また，検定

ることで義務教育段階の内容について， 受検のための対策も行ってお

個々の学力に応じた指導を全教員で行う。①-2 コロナ禍の中ではあったが，学習環境を整え， り，少しずつではあるが取得級

①-2 漢字検定や英語検定を積極的に受検 多くの受検生を排出することができた。 が上がっている。マナトレも効

させる中で，個別指導や補習を行う。 ②人権学習のＨＲ活動を公開したり，ジャンプアッ 果があると感じられる。

②研究授業,参観授業及び教科会を積極的 プ研修での研究授業，中高一貫の参観授業を実施し

に行う。 た。

進路指導の充実 ①キャリア教育を 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 コミュニケーション 特に読書習慣を身につける

推進し，主体的に ①「学校では，生徒の希望を尊重したき ①77.6％となっており，目標を達成している。 （評定） をとることが苦手な生 ことが進路にも大きく関わっ

進路選択ができる め細やかな進路指導ができている」と思 徒にも適切な指導をし てくる状況なので，現在行っ

能力・態度を養う。う生徒の割合が70％以上。 Ｂ て欲しい。 ている啓発を続けていく。コ

②「学校では，読書する習慣を身に付け ②33.3％にとどまった。長期休業期間の短縮なども ミュニケーション能力や理解

②読書の奨励を図 させる活動が行われている。」と思う生 あり，図書室利用の啓発等が十分できなかった。 （所見） 力が今後の自分の人生を左右

り，生涯にわたり 徒の割合が70％以上。 進路指導については担任と学 しかねないことをしっかり伝

学び続ける能力の 活動計画 活動計画の実施状況 年主任（兼 進路指導課長）が えながら，授業での図書館利



育成を図る。 ①-1 家庭学習の習慣を確立させ，学習時 ①-1 1時間20分程度で各月推移した。 密に連絡を取り，適切に指導を 用も考える。

間全体平均を２時間以上にする。 行った結果，それぞれが満足で

①-2 アカデミックＡコースは全員，他ク ①-2 予定どおり実施することができた。出席率も9 きるようなところに進んでいっ

ラスは希望者で朝夕に補習を実施し，出 0％を超えている。 た。補習の出席率も高い。

席率を90％以上とする。3年生の就職希望 読書の習慣づけについては，

者に朝夕の補習を実施し，出席率を90％ 臨時休業があり，その後長期休

以上とする。 業が短縮されたため，貸し出し

①-3 企業経営者による講演の実施を検討 ①-3 今年度はコロナ禍により，外部の方を招いて 数も多くなかった。司書の方の

する。（本校生徒の就職先） の講演は控えた。 努力もあり，後半は挽回してき

①-4 個人面談を各学期に１回以上実施す ①-4 各学期に面接週間をもうけ実施した。 たと考えられる。

る。

② 生徒一人あたり年間10冊以上の読書を ②生徒数の減少もあったが，一人あたり年間2.9

目標とする。 冊の貸し出しとなった。

人権教育の推進 ①自尊感情を高め 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 人権コンサートなど， 体験学習ができなかったた

る教育を推進する ①「自分や他者を大切に思う心や態度が ①75.3％となっており，目標を達成している。 （評定） 座学だけではなく，心 め，日常的な生徒観察や相談

とともに，人権尊 育っている」と思う生徒の割合が70％以 を動かすような取り組 が非常に大切になり，教員も

重の精神の涵養に 上。 Ｂ みは継続して欲しい。 意識が高まったと思われる。

努める。 ②「様々な人権問題の解決に向けて真剣 ②67.8％であった。年度当初の休業時間もあり，十 今後も３密の回避が難しい体

に考えている。」と思う生徒の割合が70 分な啓発ができなかった。 （所見） 験学習の実施は困難となるこ

②人権意識の高揚 ％以上。 １年生では，新型コロナ感染 とが想定される。指導法の向

を図り，人権問題 活動計画 活動計画の実施状況 症拡大防止により体験学習は実 上が求められる。

の解決に主体的に ①-1 「人権に関する意識調査」の結果を ①-1 意識調査を行い，関心のある人権問題をＨＲ 施できなかったが，人権コンサ

取り組む態度を養 基に，その後の指導へ生かしていく。 活動で取り扱った。 ートや研究授業は計画通り実施

う。 ①-2 人権コンサートの実施を計画する。 ①-2 年間1回の計画を立て，予定通り実施した。生 できた。それにともなって，生

徒は感銘を受けたようである。 徒自身にも人を大切にする心や

①-3 各学年で年間１回以上研究授業を実 ①-3 計画通り実施できた。 態度が育っていったようであ

施する。 る。

②-1「人権の日」を年間11回実施する。 ②-1 月1回の実施計画を立てていたが臨時休校があ

り，9回の実施であった。

②-2 人権学習HR活動に，生徒が主体的に ②-2 ２・３年生は計画通り実施、1年生はコロナ禍

参加し，考える場となるよう，ワークシ のため，予定していた内容を変更して実施した。

ョップによる学習を実施する。

生徒指導の徹底 ①基本的生活習慣 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 自転車のライト点灯 交通ルールは大半の生徒が

の確立を図るとと ①「頭髪・服装等の身だしなみを整え， ①78.7％となっており，目標を達成している。 （評定） は高校生の方ができて 守れており，服装等の乱れも

もに，正しいルー 挨拶をよくしている」と思う生徒の割合 いる。 あまり感じられない。生徒は

ル・マナーを習得 が70％以上。 Ｂ そのような中で，安心して生

させる。 ②-1「学校は，日頃からいじめの早期発 ③-1 「あてはまる」42.5％「あてはまらない」 活が送れていると思われる。

見に取り組んでいる」と思う生徒の割合 25.9％「わからない」31.6％であった。 （所見） 生徒と教員の関係性が良好で

②いじめを早期に が70％以上。 服装頭髪については，特に目 あるという所に由来すると思

発見する態勢を整 ②-2「交通ルールや交通マナーを守り， ②-2 交通事故の未然防止に努めていると評価した 立つような生徒はおらず，落ち われる。現状に甘んずること

えるなど，安全教 交通事故の未然防止に努めている」と思 生徒は90.2％であった。目標を達成している。 着いた雰囲気の中で学習が行わ なく絶えず生徒理解に努めな

育の徹底を図る。 う生徒の割合が70％以上。 れている。いじめについては， がら指導にあたらなければい

活動計画 活動計画の実施状況 アンケートを実施して，小さな けない。

①-1 学年集会などを通してルール・マナ ①-1 学年集会や日常の観察等で機会を捉えて指導 ことから対応しているため，未

ーを習得させ，問題行動の発生を未然防 を行い，未然防止につなげた。 然防止や適切な対応ができてい

止する。 る。日常的に行っているので，

①-2 学年主任会などで教員間の連携を密 ①-2 学年主任会を年間7回開催し，で情報を共有し，生徒の中には気づけていないも

にし，些細なことも話し合い，情報の共 課題には組織的に対応した。 のもいるようである。

有と組織的な対応を行う。 交通安全については毎朝の立

②-1 年間２回学校生活アンケートと個人 ②-1 計画通りアンケートを2回実施し，その後面談 哨指導や生徒会・野球部の啓発



面談を実施する。 を行い，問題の早期対応につなげた。 活動など目に見える形の取り組

②-2 交通事故の未然防止のため，多彩な ②-2 年間計画を立て，交通安全教室や立哨指導を みがあり，生徒も評価している。

啓発活動を行う。 実施し，注意喚起と啓発を行った。

環境・防災教育 ①環境美化活動を 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 市役所に，防災官や 今までの取り組みを継続し

の推進 推進し，環境問題 ①「清掃に積極的に取り組んだり，ゴミ ①80.5％となっており，目標を達成している。 （評定） 気象庁からの人も来て ていくことが肝心である。今

に取り組む態度と の分別や節電・節水に努めている」と思 おり，小学校で講演な 後も防災リーダーの育成に努

実践力の育成を図 う生徒の割合が70％以上。 Ａ どもしている。防災リ める。

る。 ②「防災避難訓練や防災教室に参加する ②75.3％となっており，目標を達成している。 ーダー育成の刺激にな

ことで，防災に対する意識が高まった」 （所見） るかも。

②災害時における と思う生徒の割合が70％以上。 防災訓練や防災教室の実施に 清掃は素晴らしい。

実践力を養い，地 活動計画 活動計画の実施状況 より，より高い意識レベルに達

域防災に貢献でき ①-1 日頃からゴミの分別を推進する。 ①-1 各教室にわかりやすい表示と分別する容器を している。ＨＲ活動でも避難所

る人財の育成を図 設置し，啓発を行った。 運営について意見を交換したり

る。 ①-2 日頃から節電・節水に努める。 ①-2 使用量をグラフ化して校内に掲示し，また するなど，広がりを見せている。

ＣＯ２ＣＯ２（コツコツ）ＥＣＯ（エコ）チャレン 「まなぼうさい」賞を受賞する

ジに参加することを通して節電節水につなげた。 など，取り組みに対する外部か

①-3 地域の清掃活動や，植栽活動などに ①-3 １･3年生がクリーン作戦を実施。委員会活動 らの評価も高い。また環境問題

積極的に参加する。 において植栽活動を実施した。 についても電気量や水道使用量

②-1 消防関係団体と連携した,避難訓練 ②-1 12月に実施した。 をグラフ化してわかりやすく掲

を実施し，生徒に避難方法や経路を十分 示している。

把握させると共に地域との連携を深める。

②-2 防災教室を実施する。 ②-2 3月に実施した。

②-3 避難場所の調査と防災関係の資料を ②-3 資料を配付することができた。

配付し，家族と話し合いが持てるよう指

導する。

②-4 防災リーダーの養成を行う。 ②-4 生徒2名が合格し，防災教室ではリーダーとし

て活躍した。

心身ともに健康 ①食育の充実を図 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 健康な生徒の育成に 引き続き，朝食の摂取につ

な生徒の育成 るなど，生徒自ら ①「食生活や運動などに気を付け，健康 ①74.7％となっており，目標を達成している。 （評定） は引き続き取り組んで いては啓発していく。運動に

が健康を保持増進 的な生活を心がけている」と思う生徒の 欲しい。 ついては，保健体育の時間を

できる力を養う。 割合が70％以上。 Ｂ 含めて，様々な教科で必要性

②「教員は悩みや相談などに親身になっ ②65.5％にとどまり，達成できなかった。 を訴える必要がある。徳島で

②教育相談体制の て対応してくれる」と思う生徒の割合が7 （所見） のインターハイ開催が再来年

充実を図り，生徒 0％以上。 朝食摂取率は安定している。 度であることから運動部にも

や保護者の悩みの 活動計画 活動計画の実施状況 コロナ禍の自宅学習期間もあ 力を入れていきたい。

解消に向けて取り ①-1 食育の啓発を強化し，朝食摂取率を ①-1 朝食を「食べていることが多い」81％となっ り，運動実施率をさらに上げる

組む。 上げる(80％以上)。 ており，目標を達成している。 ため，より積極的な啓発が必要

①-2 運動(30分以上）実施率を上げる（5 ①-2 アンケートでは「することが多い」が50％で である。

0%以上） あった。達成できなかった。

②学期に２回以上は相談週間（ハートフ ②月1回，1回につき1週間の相談週間を実施した。

ル週間）をもうけ，ハートフルルームを

活用する。

特別活動の充実 ①生徒会活動・部 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ボランティア活動に 新型コロナウイルスの感染

活動やボランティ ①「生徒会活動・部活動やボランティア ①74.7％となっており，目標を達成している。 （評定） よる社会性の育成は大 状況により，今後もボランテ

ア活動を活性化さ 活動に積極的に取り組んでいる」と思う 切な経験である。 ィア活動の実施は不明である。

せ，社会性の育成 生徒の割合が70％以上。 Ｂ コロナ対応もできて 生徒の感性を豊かにしていく

を図る。 ②「学校行事に積極的に取り組んでいる」 ②80.5％となっており，目標を達成している。 くれば様々な行事が行 ような活動をどのような形で

と思う生徒の割合が70％以上。 （所見） えるようになってくる 実施していくかを常に考えな

②学校行事に主体 活動計画 活動計画の実施状況 ボランティア活動は自分たち のではないか。 がら実施しなければならない。

的に取り組む姿勢 ①「一人一役」部活動・ボランティア活 ①ボランティア活動については，清掃ボランティア のできる範囲での活動を積極的



を養い，集団の一 動に積極的に参加する。（参加率70％以 や，地域住民とともに環境ボランティア活動等を行 に行った。

員としての所属感 上） った。参加率は76.7％であった。クリーン作戦では 学校祭について生徒は今何が

を高める。 １年生と３年生が参加した。福祉関係のボランティ できるかをよく考え，様々な制

アはコロナ禍により，中止となった。 約のある中ベストを尽くし，成

②生徒会活動・委員会活動を活発にし， ②感染症拡大防止対策を含め，今できることを生徒 功に導いた。

連携をとりながら学校祭を初めとする各 会・実行委員会が中心となって考え，学校祭を作り

行事が充実できるようにする。 上げていった。


